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琉
球
王
国
の
歴
史
的
事
実
と
認
識
に
関
す
る
再
質
問
主
意
書

私
は
、
平
成
二
十
七
年
二
月
二
十
五
日
付
で
「
琉
球
王
国
の
歴
史
的
事
実
と
認
識
に
関
す
る
質
問
主
意
書
」
（
以
下
、
質
問

主
意
書
と
い
う
）
を
提
出
し
、
同
年
三
月
六
日
に
同
質
問
主
意
書
に
対
す
る
政
府
答
弁
書
（
以
下
、
政
府
答
弁
書
と
い
う
）
を

受
領
し
た
も
の
で
あ
る
。

私
の
質
問
主
意
書
に
対
す
る
政
府
答
弁
書
は
、
総
じ
て
誠
実
さ
に
欠
け
る
回
答
に
な
っ
て
い
る
と
批
判
せ
ざ
る
を
得
な
い
。

と
こ
ろ
で
、
去
る
二
月
二
十
七
日
か
ら
三
月
二
十
九
日
ま
で
の
間
、
琉
球
新
報
社
主
催
、
浦
添
市
教
育
委
員
会
共
催
の
「
琉

球
・
幕
末
・
明
治
維
新－

沖
縄
特
別
展
」
（
以
下
、
「
沖
縄
特
別
展
」
と
い
う
）
が
浦
添
市
美
術
館
で
開
催
さ
れ
て
い
る
。
私

も
早
速
、
去
る
三
月
一
日
に
浦
添
市
美
術
館
を
訪
ね
て
鑑
賞
し
た
。

私
が
「
沖
縄
特
別
展
」
に
関
心
を
持
っ
た
の
は
、
外
務
省
外
交
史
料
館
が
保
管
し
て
い
る
琉
米
・
琉
仏
・
琉
蘭
三
修
好
条
約

（
以
下
、
三
条
約
と
い
う
）
の
原
本
の
展
示
を
知
っ
た
か
ら
で
あ
る
。

「
沖
縄
特
別
展
」
に
は
、
多
く
の
沖
縄
県
民
が
足
を
運
び
、
三
条
約
の
原
本
に
深
く
見
入
っ
て
い
た
。
私
も
、
三
条
約
の
原

本
を
直
に
目
に
し
、
改
め
て
琉
球
王
国
の
歴
史
に
思
い
を
致
し
た
。
同
時
に
、
三
条
約
締
結
当
時
の
琉
球
王
国
は
、
間
違
い
な

く
国
際
法
主
体
の
主
権
国
家
で
あ
っ
た
と
の
確
信
を
得
た
も
の
で
あ
る
。

一



一
方
で
、
佐
藤
優
氏
（
作
家
、
元
外
務
省
主
任
分
析
官
）
は
、
本
年
三
月
七
日
付
の
琉
球
新
報
連
載
「
ウ
チ
ナ
ー
評
論
」
の

中
で
、
次
の
よ
う
に
書
き
記
し
て
い
る
。

「
三
条
約
は
、
当
時
の
帝
国
主
義
列
強
か
ら
琉
球
王
国
が
国
際
法
の
主
体
と
認
め
ら
れ
て
い
た
こ
と
を
示
す
歴
史
文
書
だ
」

「
三
条
約
の
琉
球
側
正
本
は
、
県
民
に
『
頑
張
れ
よ
。
わ
れ
わ
れ
は
自
前
の
国
家
を
持
っ
て
い
た
。
沖
縄
に
と
っ
て
死
活
的
に

重
要
な
事
柄
は
沖
縄
人
に
し
か
決
定
で
き
な
い
の
だ
よ
。
そ
の
こ
と
を
伝
え
る
た
め
に
、
わ
れ
わ
れ
は
今
、
東
京
の
外
交
史
料

館
か
ら
里
帰
り
し
て
る
の
だ
』
と
呼
び
掛
け
て
い
る
」－

。

ま
た
、
本
年
三
月
一
日
付
の
琉
球
新
報
に
よ
る
と
、
琉
仏
修
好
条
約
に
次
い
で
琉
米
修
好
条
約
の
米
国
側
原
本
が
、
米
国
立

公
文
書
館
に
保
管
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
判
明
し
た
よ
う
だ
。

琉
米
修
好
条
約
は
、
締
結
翌
年
の
一
八
五
五
年
三
月
九
日
に
米
国
議
会
で
批
准
さ
れ
、
同
日
大
統
領
に
よ
っ
て
公
布
さ
れ
て

い
る
。

私
の
質
問
主
意
書
に
対
し
て
、
誠
実
さ
に
欠
け
る
政
府
答
弁
書
を
閣
議
決
定
し
、
琉
球
王
国
を
国
際
法
主
体
の
主
権
国
家
と

し
て
認
め
よ
う
と
し
な
い
政
府
の
態
度
は
、
ウ
チ
ナ
ー
の
民
意
を
無
視
し
、
国
家
権
力
を
総
動
員
し
て
辺
野
古
新
基
地
建
設
を

強
行
す
る
政
府
の
姿
勢
と
相
通
ず
る
も
の
が
あ
る
と
指
摘
し
、
糾
弾
す
る
も
の
で
あ
る
。

二



以
下
、
質
問
す
る
。

一

私
の
質
問
主
意
書
に
対
す
る
政
府
答
弁
書
は
、
五
に
つ
い
て
「
御
指
摘
の
『
江
戸
幕
府
は
、
国
際
法
主
体
の
主
権
国
家
で

あ
っ
た
』
の
意
味
す
る
と
こ
ろ
が
必
ず
し
も
明
ら
か
で
は
な
い
た
め
、
お
答
え
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
」
と
回
答
し
て
い

る
。で

は
、
日
米
和
親
条
約
（
一
八
五
四
年
三
月
三
十
一
日
）
及
び
日
米
修
好
通
商
条
約
（
一
八
五
八
年
七
月
二
十
九
日
）

は
、
主
権
国
家
間
で
締
結
さ
れ
た
国
際
約
束
と
認
識
す
る
か
、
政
府
の
見
解
を
示
さ
れ
た
い
。

ま
た
、
日
米
和
親
条
約
及
び
日
米
修
好
通
商
条
約
を
米
国
と
の
間
で
締
結
し
た
も
う
一
方
の
当
事
者
は
、
国
際
法
主
体
た

る
主
権
国
家
で
あ
っ
た
と
認
識
す
る
か
、
政
府
の
見
解
を
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。

二

江
戸
幕
府
、
明
治
政
府
、
日
本
国
と
い
う
言
葉
が
あ
る
。
こ
こ
で
い
う
「
幕
府
」
「
政
府
」
「
国
家
」
と
は
、
い
か
な
る

概
念
を
意
味
す
る
と
考
え
る
か
、
そ
れ
ぞ
れ
に
つ
い
て
政
府
の
見
解
を
示
さ
れ
た
い
。

そ
の
上
で
、
日
米
和
親
条
約
及
び
日
米
修
好
通
商
条
約
を
米
国
と
の
間
で
締
結
し
た
当
時
の
江
戸
幕
府
は
「
政
府
」
で

あ
っ
た
か
、
そ
れ
と
も
「
国
家
」
で
あ
っ
た
か
、
政
府
の
見
解
を
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。

三

一
八
五
八
年
当
時
、
江
戸
幕
府
が
統
治
し
て
い
た
領
土
に
琉
球
王
国
は
含
ま
れ
て
い
た
か
否
か
、
そ
の
根
拠
を
示
し
た
上

三



で
政
府
の
見
解
を
示
さ
れ
た
い
。

四

私
の
質
問
主
意
書
に
対
す
る
政
府
答
弁
書
は
、
四
に
つ
い
て
「
御
指
摘
の
各
『
条
約
』
と
称
す
る
も
の
に
つ
い
て
は
、
い

ず
れ
も
日
本
国
と
し
て
締
結
し
た
国
際
約
束
で
は
な
く
、
そ
の
当
時
に
お
け
る
法
的
性
格
に
つ
き
政
府
と
し
て
確
定
的
な
こ

と
を
述
べ
る
の
は
困
難
で
あ
る
」
と
回
答
し
て
い
る
。

で
は
、
政
府
の
い
う
か
か
る
国
際
約
束
た
る
「
条
約
」
を
日
本
国
が
締
結
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
い
つ
か
ら
か
、
そ

の
根
拠
を
示
し
た
上
で
見
解
を
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。

ま
た
、
日
本
国
と
し
て
最
初
に
締
結
し
た
国
際
約
束
た
る
「
条
約
」
は
何
か
。
そ
の
名
称
や
締
結
年
月
日
な
ど
具
体
的
に

明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。

右
質
問
す
る
。

四


